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資料

FORTRAN入出力文からみた記録の長さ

1. はじめに

大阪大学大型計算機センター研究開発部

後藤米子・大中

FORTARNの利用者にとってわずらわしく理解しにくいものの一つは、ファイルに対する入

出力であろう。利用者は、 FORTRANの文法の知識内ですみやかに計狩結果を入手したいとい

うのが卒肛な気持であるにもかかわらず、プログラムの実行時に必要なデータをファイルに出力

する場合、あるいはファイルから入力する場合には、文法以外に処理系固有の知識を要求される

からである。残念ながら、これらに関してFORTRANの利用者向にわかりやすく解説された資

料はなく、また、メーカー作成のマニュアルにも十分なことが記述されていないのが実状である。

本稿では、当センターの連用の標準である FORTRAN7 7 CV)およびFORTRAN6 6 (R)注）

のプログラムの実行中に、磁気ディスクファイルとデータを入出力する場合を対象とし、記録の

長さの既定値およびその最大値と、その既定値を拡張するために必要なジョブ制御言語（以下JCL

と略す）などについて述べる。磁気テープと直接にデータを入出力する方法について述べない

が、スプール処理システムを利用すれば間接的に可能である。本稿の内容は特に断らない限り、

バッチ処狸およびTSS処理の処理形態のいかんにかかわらず、また、利用者のパーマネントファ

イルおよびテンポラリファイルを問わず適mされる。 FORTRAN77(R)およびFORTRAN

6 6 (V)の場合については、本文中に述べず表に示すにとどめる。

2. ファイルと記録

2. 1 ファイルアクセスシステムとファイル形式

FORTRAN77およびFORTRAN66で使用されるファイルアクセスシステムと磁気ディ

スクのファイル形式を表 1に示す。表中の下線は標準の形式を示している。昭和 58年8月末に

予定されているオペレーティングシステムのバージョンアップの後は、 FRC形式に統一される。

すなわち、 FORTRAN77およびFORTRAN66で扱うことのできる標準のファイル形式は、

順編成ファイルおよび恒接編成ファイルともに、 FRC形式となる。したがって、本稿ではFRC

形式について述べ、 UFF形式については表に示すにとどめる。~. 10)下表において、「77 (V)」

往） IEI .I IS規格水準7000に準拠した FORTRANを、混乱を避けるために「 FORTR/1N 66」と胄くこと

にする。
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および「66 CR)」等は、それぞれFORTRAN 7 7 (V)および FORTRAN66(R)等を示す。

表 1 ファイル形式

~ 
ファイルアク フ ア イ ル形式

セスシステム注） 順 編 成 阻it妾紐I Ii父 直接編成
（パージョ1/Tップ以後） （バージョ1/Tップ以前）

77 (V) UFAS (V) FRC形式， UF円杉式 FRCJ杉:r¥':,UFFJfj云し UFFJB云し

77 (R) UFAS FRCJ杉ii:,UFFJ[多云し； FRCJ杉云¥':.UFFJ杉:i:¥': UFF)f多正t

66 (R) FRC FRC形式， FRC升乞式 FRCJbt 

66 (V) UFAS (V) FRCJI多i¥'.,UFFJf多丘~ FPCJ杉5:¥'.:,UFFJf; 云し； FRC升2式， UFF/f多云し

注） UFAS ユニファイドファイルアクセスシステム

FRC ファイルレコードコントロール

2. 2 FRC形式の記録の種類

FORTRAN 7 7 (V)およびFORTRAN6 6 (R)の FRC形式の記録の種類には、可変長記
6,8) 

録、固定長記録および分割記録がある。 ACOS1000の磁気ディスクファイルでは、物理的な

叫録の単位但［ドプロックと呼ぶ）は 320語(=1LL INK)であり、これを変更することはでき

ない。それにもかかわらず、プロックの長さをこえる記録の長さを扱うことができるようにエ夫

されたものが分割記録である。

システムの標準では、順編成ファイルは可変長記録より構成され、必要に応じて分割記録を含

む。直接編成ファイルは固定長記録のみから構成される。固定長記録から構成される順編成ファ

イル、および可変長記録から構成される直接編成ファイルも存在するが、本稿では省略する。

(]) 可変長記録（順編成ファイルの標準）

各記録の先頸に］語の記録制御語（以下RCWと呼ぶ）があり、これには記録の長さ的の↑訂報

が記入されている。

口 , ,il. -, 録

三 ,勺iし 録 2 

通常、複数の記録を 32 0語以内にまとめてブロックを構成し、この各プロックの先頭に 1

語のブロック制御語（以下BCWと呼ぶ）をもつ。 BCWにはブロック通し番号、およびブロック

の長さ等が記入されている。
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記録 2( [ BCW I RCW I'記録 lI RCW l
 

!RCW 録ーし
↓^．，
9
 

•9 
―

―

 n
 

I未使Ill
320語 ー

(2) 固定長記録（薗接編成ファイルの標準）

プロックの長さ 320語の制約を受けない。すべての記録は同一の長さであり、 FORTRAN

7 7 (V)ではBCWおよびRCWは付加されない。 FORTRA6 6 (R)では、 BCWおよびRCW

が付加される場合とされない場合がある (2.3参照）。

ーし．．
 
ん'，
 

録

ーー" ．．
． 
9
 ，
 

録 2
 

ーし
さ
會
＂ 緑 n

 

(3) 分割記録傭i編成ファイル）

一つの記録が 1ブロックに入らない場合であり、複数のブロックが使用される。可変長記録

の一種である。分割記録となるのは顧編成ファイルで記録の長さが31 8語をこえる場合であ

り、 JCLの指定により、またはシステムで自動的に処理される (3.1の表4参照）。

ト プロック 1-―→|

I BCW I RCW I I 
I• 3 2 o ,¥H -I 

j, プロック 2

I BCW I RCW I 
3 2 0語）1 

,1 1, プロック n I 

I・.. , BCW I RCW I I 
1, 3 2 o Mf ,1 

ーし
.•. 

,‘
 

，
 

録

2.3 

゜
゜

FORTRAN77(V)とFORTRAN66(R)のファイルの互換性

FORTRAN 7 7 (V)のFRC形式と FORTRAN6 6 (R)のFRC形式には以下の差がある。

記録の長さの既定値および最大値が異なる (3.1の表4および4.1の表5参照）。

直接編成ファイルにおいて、 FORTRAN 7 7 (V)ではBCWおよびRCWは付加されない。

FORTRAN66 (R)では、 BCWおよびRCWの付加される場合とされない場合があり (4.2 

の②参照）、前者をそのまま FORTRAN7 7 CV)で使用することはできない。

制限値の範囲内において、 FORTRAN77(V)とFORTRAN6 6 CR)のファイルの互換性

をまとめると下表のようになる。 「77 (V)」および「66 (R)」は、それぞれFORTRAN77

(V)およびFORTRAN6 6 (R)を示す。
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表 2 順編成ファイルの互換性

使川 7 7 (V) 6 6 (R) 

FR C)f; 云¥IU F F)f; ェ¥IF R C)f;i¥:; 

゜
X 

。X 

゜
X 

゜
X 

゜
表 3 直接編成ファイルの互換性

＼ 作＼成~使＼rn ＼ 
7 7 (V) 6 6 (R) 

FRCJf;, 丑し
FRC形式 U F FJf;5:¥': BCW 無 BCW有

RCW RCW 

FR CI杉云し；

゜
X 

゜
X 

7 7 (V) ....  

UFFJf;.i:¥; X 

゜
X X 

BCW 無

゜
X 

゜
X 

F RCJ杉エ¥
RCW 

6 6 (R) 
BCW-有 X X X 

゜
RCW 

3. FORTRAN77(V) 

3. 1 記録の長さおよびバッファの長さの既定値および最大値

FORTRAN 7 7 (V)における記録の長さ、およびデータの転送に必嬰なバッファの長さの既

定値および最大値を表 4に示す。；r:: 式つきファイルの文字コードはJI Sコードであり、 BCD

コードは許されない。

表4の上段は既定値を示し、中段は指定可能な最大値を示す。 ド段は既定値をこえて使川する

場合に必要な JCU'!fを3;2の番号で示す。 「／」はいずれかを指定し、 「＋」は同時に指定す

ることを示す。ファイル形式はFRC形式およびUFF形式を示したが、利川者は連用の標準で

ある FRC形式を使用する方が吼ましい。

FORTRAN 7 7 CV)の入出力では、言語処理系の入出カルーチンとUFAS CV) の間のデ—夕

を転送するためのバッファは、ファイルコードごとに一つ確保される。 FRC形式の顧編成ファ

イルでは、バッファの長さは 320語(1280バイト）固定であり、変更することはできない。し

たがって、記録の長さが318語(1272バイト）をこえるとき分割記録となる。順編成ファイル

において、甚式つきの場合は利用者がJCLでこの指定を行う必要があり (3.2の⑦参照）、苫式

なしの場合はシステムが自動的に処狸を行う。戦接編成ファイルでは、バッファはつねに 1記録

を格納する長さが必要で、それを記録の長さに対応して、 320語 (128 0バイト）以上最大値ま

でJCL等により変更しなければならない (3.2の⑥参照）。
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表 4 既定値、最大値および JCL

ON立ノゞ イト）

ーロ
記録の長さ バッファの長さ

FR CJf;Jt:; U FF J杉ェ＼ F RCJf: 多J'.¥
タ-- -

133 133 l 2 8 0 

顧 ，り式つき 32768 16372 I 2 8 0 

悶 (2)/(f,)+① 注!' (2) /(5) 変更不能
フ
ア 1272 2036 1 2 8 0 
イ

]301256 注2)）レ ，り式なし I 6 3 7 2 I 2 8 0 

不要注3) 不嬰注3) 変更不能
I 

ナ 0ノ注4) ナシ注4) I 2 8 0 

< 内式つき 16384 I 6 3 7 2 I 6 3 8 4 

①／③／④／⑤ ①／③／④／⑤ R 
成
フ ナ、ノ、注4) ナシ注4) 1 2 8 0 ア

イ g式なし 16384 1 6 3 7 2 1 6 3 8 4 Jレ

①／③／④／⑤ ①／③／④／⑤ ⑥ 

注1) (j)は記録の長さが12 7 2バイトをこえるときに指定する。

注 2) 自動的に分淵j,jじ録として出）jされる。

UFFJI多云し

2048 

16384 

＠ 

2048 

16384 

R 

2 0 4 8 

16384 

⑤ 

2048 

16384 

⑥ 

注3) 分割記録として出力されるが、システムで自動的に処理されるため不要。

注4) 利用者が指定する。

3.2 組込みサプルーチンおよびジョプ制御言語

ファイル人出力を行う場合に、記録の長さが既定値をこえるときに必嬰となる組込みサブルー

チンおよびJcuかを以ドに示す。
0 「U」はファイルコードを示し、 1-63の値をもつ整数型の狩術式である。

0 「fc」はファイルコードを示し、 01-63の2桁の整定数である。

0 「%」は記録の長さをバイト単位で示したもの、 「伽」は記録の長六を語単位で示したもの

で、いずれも整数型の靡術式である。

0 「i」は記録の長さをバイト単位で示し、整定数である。

0 「n」はバッファの長さをバイト単位で示し、整定数である。
6) 

〇 ⑤、⑥および⑦は、 TSS処理ではRUNコマンドのDDEFオプションで指定する。

1,,5,6) 
① OPEN文のRECL指定十

直接編成ファイルの記録の長さを指定する。

OPEN〈UN!T=u,RECL=Zb, ACCESS='DIRECT', FORM= 

'FORMATTED', その他の指定子）
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OPEN (UNIT=u, RECL=2w, ACCESS='DIRECT', FORM= 

'UNFORMATTED', その他の指定子）

② 組込みサブルーチンLONGIO
5,6) 

順編成ファイル書式つき記録の最大長に等しい値か、または大きい値を指定する。

CALし LONG[O (u. eい

③ 組込みサプルーチンRANSIZ

直接編成ファイルの記録の長さを指定する。

CALL RANS I Z (u. lw) 

④ DEFINE FILE文

直接編成ファイJi,O)記録の長さを、書式つきの場合はバイト単位、渭式なしの場合は語単位で

指定する。

⑤ $ DDEF Jc, RSZ= t 
6) 

記録の長さを指定する。順編成ファイルでは、書式つき記録の長さが既定値をこえるときに

その最大値を指定し（⑦参照）、匝接編成ファイルでは渭式の有無にかかわらず、記録の長さを

指定する。

⑥ $ DDEF Jc, CISZ=n 
6) 

バッファの長さを既定値より拡張するために指定する。 nミ％（または t)。

⑦ $ DDEF Jc, SPAN =YES 
6) 

記録が分割記録であることを指定する。顧編成ファイル甚式つきで記録の長さが318語(1272

バイト）をこえるときに指定する。

3. 3 注意事項

0 直接編成ファイルには、 BCWおよびRCWが付加されない。

o $DDEF文またはRUNコマンドのDDEFオプションで指定したパラメータの伯を、プロ

グラムの実行中に変更することはできない。

o $ DDEF文の標準的な位置は、 $GO文の［直後である。 $PRMFL文および $FILE文

との顛序関係はない。

0 一つのファイルコードに対する $DDEF文は一つであり、オプションを「．」で区切り、任

意の順序で指定する。 RUNコマンドのDDEFオプションの場合も同様である。

〇 顧編成ファイルにおける記録の長さの優先顧位を以下に示す。

(l) { $ DDEF文（バッチ処理）

RUNコマンドのDDEFオプション (TSS処理）
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(2) 組込みサプ）レーチンLONGIO C高式つきの場合のみ）

(3) 既定値 (3.1の表4参照）

0 直接編成ファイルにおける記録の長さの優先順位を以下に示す。

(1) 

{

$DDEF文（バッチ処理）

RUNコマンドのDDEFオプション (TSS処理）

(2) OPEN文のRECL指定子、組込みサブルーチンRANSIZまたは DEFINE

FILE文

ただし、 RANSIZおよびDEFINE FILE文の使用を避けて、極力、 OPEN文を使

用されたい。

o $ DDEF文またはRUNコマンドのDDEFオプションでは、次のものを指定してはならな

し'o

I NTCOD, CHKPT, ORG, FI LSEQ, ACCMOD, TRANS. 

0 オペレーティングシステムのバージョンアップ以前に、 FORTRAN7 7 (V)で作成した直

接編成ファイルは、$DDEF文またはRUNコマンドのDDEFオプションで、 FFORM= 

UFFを指定しなければならない。

0 直接編成ファイルから入力する場合には、そのファイルに対する出力を行った場合と同一の

記録の長さおよびバッファの長さを用いなければならない。

0 一つの実行可能プログラム内において、 OPEN文により同一のファイルコードで、複数の

ファイルを接続変更する場合は、下記の注意が必要である。

すべてのファイルが順編成の場合

SPAN=YESオプションは、このオプションが不要のファイルに対しても何ら影孵

を与えない。

すべてのファイルが直接編成の場合

バッファの長さの値がすべて同一であること。

ファイルが順編成および直接編成混在の場合

320語より大きいバッファの長さを指定しても、順編成ファイルに対して影孵を与え

ない。また、 SPAN=YESは直接編成の書式なしファイルに対して影響を与えないが、

書式つきファイルに対して指定してはならない。

o TSS処理のRUNコマンドのFILEオプションでは、順編成ファイルのみ生成でき、直接

編成ファイルは生成できない。
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4. FQRTRAN66 (R) 

4. 1 記録の長さおよびバッファの長さの既定値および最大値

FORTRAN 66 CR)における記録の長さ、およびデータの転送に必嬰なバッファの長さの既

定値および最大値を表5に示す。書式つきファイルの文字コードは、当センターの既定値である

J ISコードの場合を示し、 BCDコードの場合については省略する。

表5の上段は既定｛直を示し、中段は指定可能な最大値を示す。下段は既定値をこえて使IT]する

場合に必嬰な JCL等を4.2の番号で示す。 「／」はいずれかを指定することを示し「＋」は同

時に指定することを示す。

表 5 既定値、最大値および JCL

＼ 
記録の長さ バッファ 1の長さ ノゞ ッファ 2の長さ

バッチ TSS パッチ TSS バッチ TSS 

順
編
成
フ
ア

イ
Jレ

m 
成
フ
ア

イ
Jレ

I 3 3バイト 133バイト 54語 54語 3 20語 320語

,f;-式つき 4095バイト 216バイト 1024語 54語 38 4 0 ,l且~ 320語

① ① ① 変更不能 ⑤ 十⑦ 変更不能

ナソ、注I) ナシ 注!) 320語 320語

淋式なし OJ 注2) 00 注2)
使用せず 使川せず 3840語 320語

不 要 不 要 ⑤十⑦ 変更不能

ナシ 注3) ナシ注3) 54語 54語 320語 320語

内式つき 4095バイト 216パイト 1024語 54語 4096語 320語

②／③／⑥ ②／③／⑥ ④ 変更不能 ① 変更不能

ナシ 注3) ナシ注3) 320語 320語

;1ht;;t. ふし (X) 注2) ro tt2) 使用せず 使用せず 4095語 320語

②／③／⑥ ②／③／⑥ ⑦ 変更不能

注 1) 入出力並びの要索により決定。

注2) 実用上，Rモードで実行可能なプログラムサイズ240K語で押えられる。

注3) 利用者が指定する。

FORTRAN 6 6 CR)の人出力では、次の 2種類のバッファを使用する。バッファ 1は土つの

実行可能プログラムに一つあり、 ］記録を格納する長さをもつ。バッファ 2は、一つの実行可能

プログラム内で使用するファイルコードごとに一つあり、これには複数の記録を格納することが

できる。バッファ 2が一杯になると、装置との間で入出力を行う。また、 1記録の長さがバッファ

2の長さをこえるときは、 1記録の長さをバッファ 2の長さに分割し、複数回にわたって入出力

を行う。

書式つき入出力ではバッファ 1およびバッファ 2の双方を使用する。一方、書式なし人出力で
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は、バッファ 1を使mせずバッファ 2のみを使用する。
ファイル編成および書式の有無にかかわらず、バッファ 2の長さを指定しなくてもエラーには

ならないが、装i般に対する入出力の実行回数を減らし、処理効率をあげるためには、つねに 1記

録が格納できるだけの長さを指定しておくことが望ましい。

4. 2 基本外部サプルーチンおよびジョプ制御言語

ファイル人出力を行う場合に、記録の長さが既定値をこえるときに必要となる韮本外部サブル

ーチンおよびJCL等を以下に示す。

0 「Jc 」はファイルコードを示し、 01~43 の 2 桁の整定数である。

0 「t」は記録の長さを語単位でホし、整定数である。

0 「n」はバッファ 1またはバッファ 2の長さを語単位で示し、整定数である。

7,8) 
① 腿本外部サブルーチンLONGIO

3.2の②参照。

② 悲本外部サブルーチンRANSIZ

CALL f<ANS l Z (u, P,,., M) U, twは3.2参照。

FORTRAN 7 7 (V)とはパラメータの数は異なる。 Mは整数型の鉢術式であり、 M?'0の

とき、 BCWおよびRCWは付加されない。 M=Oのとき、またはMを省略したとき、 sewお

よびRCWが付加される。

③ DEFINE FILE文

3.2の④参照。

④ $ USE . BUFF/n/ 
8) 

バッファ 1を既定値より拡張するために指定する。記録の最大長に等しいか、あるいは大き

い値をn語で与える。

⑤ $ USE .GBBLK 
8) 

入出力単位拡張）レーチンを引用するために指定する。順編成ファイルでバッファ 2を拡張す

るときに必要であり、直接編成ファイルでは不要である。

⑥ $ FFILE Jc, NOSRLS, FIXLENG/n 
8) 

直接編成ファイルの記録の長さを指定する。記録の長さを書式の有無にかかわらずn語で与

える。

⑦ $ FFILE Jc, BUFSIZ/n 
8) 

バッファ 2を既定値より拡張するために用いる。バッファ 2の長さをn語で指定する。 nが

320の整数倍でないときは、 nをこえる最小の 320の倍数がとられる。
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4.3 注意事項

0 直接編成ファイルには、 BCWおよびRCWが付加される場合と付加されない場合があり、

前者は基本外部サブルーチンRANSIZのパラメータの値を指定することによってのみ、生

成される (4.2の②参照）。

o $ USE文の標準的な位骰は $FORTRAN文の直前である。 $USE文は下記の場合のど

ちらでもよい。

$ USE .BUFF/n/ 
顛序任怠［

$ USE . GBBLK 

$ USE 

順序任意

o $FF ILE文の標準的な位骰は $GO文の直後である。 $FILE文および $PRMFL文と

の順序関係はない。

0 直接編成ファイルにおける記録の長さの優先順位を高い順に以下に示す。

(1) RANS I ZまたはDEFINE FILE文

(2) $FFILE文

〇 順編成甚式なしファイルでは、記録の長さが32 0語をこえると利用者がJCL等で特に指

定しなくても、自動的に分割記録(2.3参照）としてファイルに出力する。その長さは、 Rモー

ドで実行可能なプログラムサイズの範囲 (240K語）以内であれば任意でよい。ただし、効率

を考l慮して前述のパッファ 2を拡張しておくことが望ましい。

5. 補足

(1) 前節までに述べたことは、スプール処理システムで作成されたデータファイルを入力する場

合にも、そのまま適用できる。

(2) 順編成ファイルを作成するときに、必要なファイル容鼠にほぼ見合った初期値を指定するこ

と。ファイル出力中にこの初期値で足りないときは、利用者が指定した最大値までシステムが

自動的に拡張を試みる。しかし、この拡張情報を記録する作業領域の大きさに限度があり、こ

の大きさが足りないときも「FILE SPACE EXHAUSTED」のエラーメッセージが出

力される。このエラーメッセージはファイル容鼠の最大値をこえた場合、または課題番号に許

されているファイル総容鼠をこえた場合にも出力されるので、注意する必要がある。

(3) ファイルをダンプする方法として、バッチ処理ではユーティリティのUTL2またはUTI
9) 

LITY、TSS処理ではFDUMPサプシステムがある。

(4) プログラムの実行中に「18-RUN TIME EXHAUSTED」となった場合でも、出力

中のファイルには自動的にファイル終了記録が書かれる。

(5) スプール処理システムのメニュー 1により、磁気テープ上のファイルを磁気ディスクに変換
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する場合、その内容がソースプログラムまたはデータ（書式の有無を問わない）にかかわらず、

生成されるファイルは順編成のFRC形式である。

6, おわりに

本稿で述べたことは、昭和 58年8月末のオペレーティングシステムのバージョンアップ以後

に適用できることである。昭和58年 11月頃に再びFORTRAN7 7 CV)のコンパイラのバー

ジョンアップの予定があり、書式なし記録の長さの最大値が大幅に緩和される予定である。この

時点で、 LAシステムで作成される直接編成ファイルも、 FORTRAN77CV)で取り扱うこと

ができる。他の項目については本稿で述べたことはすべて適用される。
4) 

今後、当センターではFORTRAN77 CV)を中心に連用する方針であり、したがって、利用
注）

者の方はできるだけFORTRAN7 7 CV)を使用していただきたい。 FORTRAN7 7 CV)の文
1. 2, 3) 

法については、既に詳細な解説 を行ったが、文法以外のプログラミング技法にかかわることを

本稿によって補足した。これからFORTRAN7 7 CV)にプログラムを書き換えるときばかりで

なく、他機種で作成されたプログラムをACOSJOOO用に書き換える場合にも参考になると思

う。本稿が手引として利川され、デバッグに要する時間を少しでも節約することに役立てば幸い

である。

本稿を作成するにあたり、資料提供などのご協力をいただいた、日本屯気株式会社悲本ソフト

ウェア開発本部奥店稔主任、同社情報処理官庁システム事業部諸木赫夫課長および三原敏敬氏に

感謝いたします。
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